
・揖東中・草刈りボランティアが広がったきっかけは？
　この活動は、当時の揖東中学校の校長先生がひとりで草刈りをしていると聞き、自分たちでもできること
で先生を応援しようと、一昨年に鶯地区区長会に呼びかけて始まりました。そして、昨年からは川合地区
区長会にも呼びかけ、中学校区区長会として力を合わせて実施しています。さらに今年度は子どもたちや
保護者の参加もあり、揖東中学校区の地域住民によるボランティア活動へ広がりました。

・活動の広がりに対する反応は？
　呼びかけた区長会など皆さん協力的でした。子どもたちには学校の先生から「地域の人と一緒にボラン
ティアに取り組もう」と呼びかけていただきました。

・活動の根本にあるものは？
　「困っている先生を助けたい」「周りの人が良くなれば、皆が良くなる」という気持ちからです。地域住民
と学校が連携しながら活動が継続できるように呼びかけることで、草刈りボランティア活動に鶯地区区長
会も川合地区区長会も気持ちよく参加してくださり、学校の呼びかけで子どもたちや保護者にも理解してい
ただきました。
　子どもを育てる一番は家庭ですが、地域も補う活動をしたい。そのため、何かを新しく立ち上げるという
ことよりは、今ある仕組みや人をつなぎ合わせて取り組んで行きたい。

・今後も活動を継続していくためには？
　第５公民館に以前からあった「鶯学校支援ボランティアの会」について、規約などを整え、館長や区長
会のメンバーが変わっても来年以降も継続して実施していくための仕組みづくりをしました。

・鶯地区の「地域らしさ」とは？
　そもそも伝統的に、鶯地区はボランティア活動に積極的に参加する土壌があります。鶯地区区長会は協
力的で、会長はじめ皆がまとまって活動に取り組んでもらえる。子どもたちに地域を誇りに思えるような「郷
土愛」を育む教育を進めており、コロナ禍で子どもたちも人とのつながりやネットワークの大切さが分かっ
てきたのではないか。

・学校との地域活動のメリットとは？
　子どもにメリットがあるばかりでなく、大人にもよい効果があるのではないか。�
大人も今まで知らなかったこと、経験できなかったことが経験できるはずです。

シリーズ特集

「地域を支える世代間交流」

地域における
協働活動

【堀口 次夫 さん】
　大野町公郷在住。平成２９年度から第５公民館長を、同年から令和３年度まで
宝来区区長を務められ、令和４年度岐阜県公民館連合会表彰を受賞されました。
「この活動が今後も継続していく仕組みづくりを」と力を注いでおられます。
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　地域を支える人々や活動に焦点を当てることで、町民の皆さんとともにウィズコロナにおける地域づくりや世
代間交流について考えていくために、シリーズとして掲載しています。
　第３回目となる今月は「地域における協働活動」です。

　協働活動とは、共通の目的を達成するために、ＮＰＯ、ボランティア・住民団体などがお互いの特性を認識・
尊重し合い、対等な立場で、共通する課題に対して協力・協調して解決していくことです。
　今回は地域の協働活動の中から、「揖東中・草刈りボランティア」を取り上げ、ひとりの呼びかけから揖東
中学校区の区長会、そして大人や子どもたちなど年々参加者の広がりにより地域住民で取り組む活動になった
ことについて、公民館長の堀口次夫さんに活動のきっかけや、学校や地域への思いについてお聞きしました。

郷土愛を育み、
活動の輪を広げよう
� 第５公民館館長・鶯学校支援ボランティアの会会長　堀口 次夫 さん

◎堀口さんにお聞きしました
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◎地域の将来を担う子どもたちのために、行動しよう
　堀口さんは、地域やその未来を担う子どもたちのために活動をされていました。また、活動の輪を広げ、
さらに継続していくための礎づくりに、やりがいを感じながら生き生きと取り組まれていました。
　活動に参加した大人からは、学校や子どもへの思いやりを感じ、子どもは、地域への感謝とともに、
ボランティア活動に励む大人の姿勢から多くを学び、地域の未来について考えているようでした。
　このような協働活動は、子どもたちの成長を支え、子どもたちが将来もその地域に住み続けたいという
「郷土愛」を育むことになります。
　地域の将来を担う子どもたちのために、より明るい未来を残したい。そのために、大人の私たちが今
できることについて考えるよい機会となりました。コロナ禍で清掃活動など地域活動が中止されています
が、身近なところから、親子で、グループで声をかけあって少しずつ活動を始めていくことが、大切だと
教えていただきました。

◀�９月１７日に行われた草刈りボランティア活動には、
区長会や公民館関係者、教員、保護者、卒業生、生徒
など約１００人が参加しました。

◎�活動に参加した大人たちに今回�
参加した理由について聞きました

・�地域の学校は、地域で守り支えたいという気持ち
からです。率先して大人がやれば、子どもの意識
も高まるので参加しました。
・�老人クラブもなくなり、地域活動をするのは区長
会しかなく、このままでは希薄になってしまう。地
域活動を盛んにすることが必要と思い、参加しま
した。

◎�校長先生に活動について�
聞きました

　学校だけではできないので、地域の皆さんのご協
力に感謝します。大人と、子どもも地域の一員として
一緒にやることで地域を盛り上げていきたい。

◎�この活動に参加した子どもたちに
聞きました

・�自分からボランティアがしたいと思い、参加しまし
た。
・�自分たちのグラウンドを地域の人できれいにしてく
れてありがたい。地域の人に支えられ、育てられ
ているという実感があります。
・�普段接する機会のない人と接する機会が増えて、
地域の活性化につながると思います。地域に貢献
したいと思うので、そういう機会があればぜひや
りたい。大人になっても参加したい。
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